
令和６年度 教育プラン 下妻市立宗道小学校

思いやりの心をもち、進んで学び、たくましく生きる児童の育成

学びを人生や社会に
すべての子どもの

生かそうとする
可能性を引き出す

人材の育成
活力ある学校づくり

～指導から教育へ、指導から支援へ、
働き方改革の推進による

指導から経営へ～

生活に生きる伝える力を身
に付けた児童の育成

～「話す」「聞く」「書く」
宗道小は持続可能な開発目標 (ＳＤＧｓ)を支援しています。 「読む」ことの指導の充実

を通して～

学力向上プロジェクト 豊かな心の育成プロジェクト 強い心と身体の育成プロジェクト学力向上プロジェクト 豊かな心の育成プロジェクト 強い心と身体の育成プロジェクト

・ユニバーサルデザインや合理 ・ＳＤＧｓの視点からの指導計
的配慮の視点を取り入れた授 画の改善（総合的な学習の時間等）
業づくり ・自己管理能力を身に付けさせ

・外国人児童に対する適応指導 ○伝え方を意識した授業改善と基礎・基 ○心のつながりを大切にした児童会活動の ○授業や休み時間を活用した体力つくり運 るための発達の段階に応じた
と日本語指導の充実 本の定着による学力向上 充実 動の推進 保健・安全教育の充実

・特別支援教育コーディネータ ・４つの視点を大切にした授業改善 ・学年、学校行事等による体験学習・異学 ・トレーニングタイムの実施 ・学校生活における安全管理の
ーを中心に、チームとしての 「主体性の育成」：導入学習課題の工夫 年交流の推進 （持久走：11月 なわとび：１月） 徹底と障害等のある児童に対
効果的な支援体制の確立 「読む力の向上」：音読奨励とレベルアッ （縦割り清掃・ＩＣＴの活用） ・体育の授業における、準備体操の充実 する安全指導の徹底

・校内支援委員会を中心とした プ初見文章を読む発展学習の位置付け ・「あいさつ運動の実施」：通学班ごと ・体力向上に向けた運動時間の確保 ・近い将来の地震に備えた避難
支援体制の充実 「話合い活動の充実」形態の工夫(ペア・グループ・全体)、 ・児童会を中心としたボランティア活動の ・「昔遊び」を通じて、外遊び時間の確保 訓練、危機管理マニュアルの

・特別支援学校、医療機関等関 思考ツールの活用、 話合いマニュアルの活用（伝え方の工夫） 推進 食事・運動時間・生活リズムの振り返り 見直し・改善と共通理解
係機関との積極的な連携 「振り返りの共有化」:ICT機器の活用 （落ち葉掃き、地域への貢献・恩返し） 【評価指標】 ・交通事故等の未然防止
・多様性を理解する人権教育 ・読書活動の充実と時間確保 ・情報モラル教育の実施とICT端末利用時の 児：体力テストＡ＋Ｂ ６０％
の実施 朝の読書タイムの工夫：物語を読む時間の確保 ルールの徹底（全校一斉年３回 年度初め 夏休み前 冬休み前） 児・教：進んで運動する ８５％

・漢字力・計算力テストの計画的実施 【評価指標】
【評価指標】 児・保・教：あいさつ、ちょボラに進んで ○安全や健康に対する自己管理能力の向上
児：自分の考えを進んで表現 ８０％ 取り組む ８０％ ・「交通安全教室」「通学班長・副班長会議」
児：漢字力・計算力テスト合格率 児・教： タブレット活用のルールをよ の実施

低（１・２・３年生） ９０％ く守って使うことができる ・自分の健康を考えた感染症対策の徹底 ・コミュニティースクールの充
・「笑顔いっぱい！チーム宗道」 高（４・５・６年生） ８５％ ９０％ （マスク・手洗い・消毒・うがい・歯みが 実と地域と一体となっての活
を合い言葉に互いを高め合う 児：５０冊読破達成率 ９５％ ○誉めたり、認め合ったりする活動の充実 き） 動
教師集団の育成 ・相手意識、道徳教育の充実（道徳授業の ・「早寝・早起き・朝ごはん」等の推進 ・学校運営協議会の定期的な実

・ＩＣＴ活用指導力を高める校 ○学習のしつけや家庭学習習慣の確立 相互参観、校内研修の充実） ・専門家による保健指導・食育指導の全学 施
内研修の実施と情報モラル ・「学習のやくそく」の徹底 ・相手意識、自己肯定感の向上 年実施

・端末使用ルール等の共通理解 ・家庭学習強化週間の設定：「ノーテレビ ・授業、帰りの会等での自分や友達のよさ ・健康手帳や清潔調べによる点検と啓発 ・地域の教育力と人材を生かし
・会計年度職員を含む全職員に ＆ノーゲームデー」学期１回の実施 を認め合う取組（今日のキラリ） （定期的に実施） た教育活動の実施
よる校内コンプライアンス推 【評価指標】 ・定期的なキャリアパスポートの活用 【評価指標】 ・学校の様子を保護者に伝える
進委員会の取組の充実100％ 児・教：「学習のやくそく」の定着 ８５％ (友達や家庭とのつながり） 児・教・保：安全な生活 ８５％ ためのホームページや便り等

・日課表・時間割の工夫による 児・教・保：家庭学習時間の確保 年間５枚（年度始 運動会 持久走大会 遠足宿泊学習修学旅行 年度末） 児・教・保：健康な生活 ８５％ による積極的な情報発信
教員の研修、事務時間の確保 (学年×１０分＋１０分) ８５％ ・係、当番活動における役割や責任の遂行 ・ウィズコロナにおけるＰＴＡ

・働き方改革の推進 児・教：学校・家庭での読書時間の確保 （係、当番活動の振り返り：月１回） 活動、学校行事等の実施方法
年３６０時間以内100％ ８０％ 【評価指標】 の検討

・求める研修、若手とベテラン 児・保・教：自分のよいところを ・民生委員児童委員との情報共
教員が協働したＯＪＴによる 知っている ８０％ 有
校内研修の推進 友達のよいところを

・相互授業参観の推進 見つけられる８０％

児童が「伝える力」を身に付けるための場の設定

インクルーシブ教育の充実

社会に開かれた学校づくりの
推進（コミュニティースクール
の活用）

ＳＤＧｓの推進と
自己管理能力の育成

教師一人一人の力量を高め、

信頼される教職員の育成

読んで、考えて、
伝える力の育成

相手の心を意識した
伝える力の育成

心身の健康と
自己管理能力育成

重点目標

グループ目標

重点目標

グループ目標グループ目標

目指す学校像
○安全・安心な学校
○明るく活力のある学校
○美しい潤いのある学校

目指す児童像
○思いやりのある子
○進んで学ぶ子
○健康でがんばる子

目指す保護者像
○子どもとともに成長する保護者
○子どもの話を聞き、寄り添う保護者
○子どもを温かく見守る保護者

目指す教師像
○情熱と愛情のある教師
○自覚と誇りをもつ教師
○実践力のある教師

目指す地域像
○学校の応援団となる地域
○学校と目指すところを共有できる地域
○学校と意見交換のできる地域


